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GRAND CRU CLASSE

SAINT EMILION GRAND CRU
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Saint-Emilion Grand Cru
Grand Cru Classé de Saint-Emilion
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	栽培品種:

	M. Jean Philippe Fort ワイン醸造技術者
	M. Mathieu Richard
	Château Badette
	シャトー・バデット 2022 は、濃く深い色調を持ち、メルロー67％、カベルネ・フラン30％、残りをプティ・ヴェルドで構成され、約3分の2を新樽で熟成しています。 力強く、凝縮感があり、フルボディのスタイルで、熟したブラックチェリー、ブラックベリー、スモーキーなタバコ、グラファイト、砕けた石を思わせる素晴らしい香りが広がります。 全体のバランスが非常に魅力的です。よりモダンなスタイルのサンテミリオンですが、ミネラル感にしっかりと支えられており、若さの「厚み」が落ち着くまでに5〜7年を要し、その後20年にわたり優雅に熟成していくでしょう。
	飲み頃は2026年から2045年。
	熟したプラム、ブドウ、カシスの果実香に、バニラ、バラ、ダークチョコレートのニュアンスが重なります。甘く熟した黒系果実と高い酸が出会い、口中では質感と風味が軽く行き来するような印象を与えます。 ワインはかなり力強く、広がりのある構造としっかりした力強いタンニンを備えていますが、アルコール度数15.5％にもかかわらずフレッシュさと軽やかさを保っています。 余韻にはトースト、リコリス、アニスのニュアンスが現れます。開けるには、もう数年待つことをおすすめします。



